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２月２３日（土）チャレンジ祭第４弾として「スケート教室」を実施し

ました。この事業は、六ヶ所村社会教育課の「親子スケート教室」と抱き

合わせて行っている事業です。今回の参加者は合計３３名です。３年前か

らスケート教室に参加していた団員や育成団員の方々が気持ちよく滑っ

ていました。また、今回も初心者のために、県営スケート場で開催してい

るスケート教室も行い、その後には育成団員の和田晃さんによる技術向上

に向けた滑りを習うことができました。 

初めて、スケートを滑った団員達は、たくさん転びながらも、最後には

転ばないで滑ることができました。育成団員も目標を決めて滑ることがで

きました。 

青森県は雪国ということでウィンタースポーツが注目をされます。今回

のスケートもその一つ。今回を含め、スキーとスケート代表といえるウィ

ンタースポーツができたことが何よりでした。来年度も皆さんで楽しく参

加できたらと思います。 

 

（記事：木村）
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３月１日（土）「ろっかぽっか」において、平成１９年度納会「お疲れ様会」を行いました。参加人数は団員、育成団員等を

含め３１人の参加で、今年度は卒団生もいなかったので、子どもと大人で今年度を振り返り、楽しかったことなどをみんなで

話し合っていました。子ども達は、子ども達でいろいろな思い出をはなして来年度のことについてもどうしていきたいなど話

し合っていました。様子を見ていて、大きな子が小さいこの面倒を見ている姿がとても良い雰囲気に感じました。 
育成団は、指導をしてくれた方へのお礼や育成団で取り組んできたスポーツのことなどを話し合っていき、来年度に向けて

のことについていろいろと話し合っていました。 
来年度は、尾駮スポーツ少年団の活動を土台とした総合型地域スポーツ 

クラブへの取り組みが始まることになります。育成団が中心となり子ども 
達をサポートし、健全育成に励み、スポーツを通して地域の活動を活発に 
なっていくことを目指していけたらと思います。 
 是非、来年も尾駮スポーツ少年団に子どもも大人も加入してくれたらと 
思います。 
 

（記事：木村） 
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六ヶ所村国際交流課より依頼され、３月 ２日（日）、交流事業として異

文化交流会への参加をしました。当日は、２０名の団員、育成団員が異文化

交流へ参加しました。各国のベースに行きいろいろな本や衣装を見たり、食

べ物を食べたりしました。 

今回の本団の目標は「スタッキング」です。きちんとした大会を今回設定

するということでしたので、皆頑張って練習に励んできました。この日の大

会内容は、３－６－３の形を早く積み上げ、崩すというものでした。登録は

団員１０名、育成団員１名、１１名がエントリーし、大会を行いました。皆、

緊張し手が震えながらも頑張っていました。結果は、上位３位の中に２名が

入賞しました。おめでとうございます！ 

【結果】 

第２位 能登杏奈さん  第３位 坂本真琉くん 

 

来年度の活動にこのスタッキングを入れていくことになりましたので是非、

皆さんもやってみましょう！来年こそは、優勝を！？（笑） 

（記事：木村）

み
ん
な
、
真
剣
に

頑

張

り

ま

し

た  



- 3 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２月に交流を行ったスポネット弘前さんから、ドッジビーが５つおくられてきました。その時の指導者の方々からもお手

紙が届きました。紹介いたします。 

 

【お手紙紹介】 

先日は大変お世話になりました。キンボールとドッジビーはどうだったでしょうか。また、皆でいろんなスポーツにチャ

レンジできたらと思います。今回は、親子で楽しんでいる姿を見てこちらがいい勉強になりました。スポネットでも親子で

参加できる取り組みをもっと考えていきたいと思います。また、皆さんの温かい対応にとても感謝しております。 

（中略） 

お礼にちょっとしたものですが、ドッジビーを送ります。皆さんで楽しんでいただけたらと思います。 

今年ともお互いの活動が発展していけるように交流を深めていきましょう。（鹿内葵） 

 

先日は、私どもスポネット弘前のスタッフ５人を招待していただきありがとうございました。私にとっての初めての六ヶ

所村は、尾駮スポ少のスタッフの皆様の温かいおもてなしや少年団の子ども達の元気の良さがとても印象的で、一生忘れら

れない思い出となりました。そのお礼と言っては何ですがドッジビーを贈らせて頂きます。皆さんでおおいに使って下さい。

次は、尾駮スポーツ少年団の皆さんが弘前に遊びに来ることを楽しみにしております。本当にありがとうございました。（備

後和幸） 

 

先日はいろいろとお世話をしていただきありがとうございました。 

今回の交流会で日ごろバスケットを教えている子どもや、一緒に遊んでいる 

子ども達とは違う子ども達と触れ合うことができ、初めて会う子どもとの触れ 

合い方について改めて考えさせられ、非常に良い経験になりました。その中で 

尾駮スポーツ少年団は子ども達が純粋でスポーツを心から楽しんでいるだけで 

なく、大人の方たちが非常に積極的で子ども達に負けないくらい楽しんでいる 

ということが見ていて思いました。これは、スポネット弘前も見習うべきこと 

ですが、一番難しいことだと思います。それを実現している尾駮スポーツ少年 

団は常に先を見て行動し、それに協力してくれる人々が周りにいる理想のクラ 

ブだと私は思いました。 

（中略） 

今回の交流会をこれで終わりにするのではなく、定期的に行う行事になることと、貴団体のますますの発展を願っており

ます。（金澤雅） 

 

今回の交流会で初めてお邪魔しましたが、温かいおもてなしありがとうございました。キンボールの指導では子どもも大

人も一生懸命やってくれてうれしかったです。子ども達は元気がよく挨拶もできて、得点や掃除等を率先して手伝っていて

良い指導をしていると思い、逆に見習わないといけないと思いました。また、機会があれば六ヶ所に行きたいと思いますし、

弘前で交流会を開く際には、是非遊びに来て下さい。（三上雄亮） 

 

先日は、大変お世話になりました。交流会ということで、私も大変楽しむ 

ことができました。また、六ヶ所に初めて行ったのですが、とても良い場所 

だと感じました。次回は是非弘前へ遊びに来て下さい。 

本当にありがとうございました。（岡嶋秀幸） 

 

頂いた、ドッジビーを使って３月１１日（火）みんなでレク活動として 

行いました。いつも以上にハッスルプレーが続出。来年度はアスリート、 

エンジョイの活動のほかにレク活動も月一度くらい入れていければと思い 

ます。是非来年度の活動に参加してほしいと思います。 

（記事：小笠原）

贈られてきたドッジビー５つ 

子どもも大人もいっ

ぱい楽しんで、良い

汗をかきました！ 
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・村スポーツ少年団指導者研修会及び後期総会へ参加しました。 

 団を代表して、研修会と総会に尾駮スポーツ少年団は参加しました。これからの六ヶ所村スポーツ少年団本部の考え方等

も聞く事ができました。村のスポーツ少年団の考え方等を参考にしながらも、本来あるべきスポーツ少年団の姿を忘れずに

尾駮スポーツ少年団は取り組んでいきたいと思っておりますので、ご協力をお願いいたします。 

・平成２０年度前期総会開催について 

４月１１日（金）１９時から中央公民館で総会を行います。今回の総会では、今年度の計画等もありますので、是非参加

して下さい。 

・平成２０年度募集について 

 来年度も活動に参加したいと思っている子供、大人の方々は、加入希望用紙に記入をして提出して下さい。また、お近く

にお住まいの地域の方々に本団のことを宣伝して下されば地域活動として充実が図れます。 

・ご協力お願いします！ 

 来年度加入してくれるさわやか育成団員の中で、何か特技（パソコンができる、 

スポーツ指導ができる、デザインを書くことが好きなど）をお持ちの方、募集し 

ています。宜しくお願いします。 

３月３日（月）平成１９年度尾駮スポーツ少年団後期総会を開催しました。参加者は少なかったのですが、今年度を振り

返ったり、来年度に向けてのことについて説明があったりと充実した総会となりました。 

今年度各教室やクラブで指導をしてくださった方々に感謝状を授与、そして各指導者から一言を頂き、来年度も継続的に

指導をしてくれることを約束してくれました。 

また、来年度は尾駮スポーツ少年団を基本とした総合型地域スポーツクラブの活動も含まれてきます。活動が増えると言

うよりは、今までの活動をもっと地域の方々にも紹介し、参加してもらうようにしたり、クラブ員を増やそうとしたりする

行動がでてくるだけです。基本的には現行の尾駮スポーツ少年団の活動に変わりはありません。ただ、総合型地域スポーツ

クラブ名を「ひばりさわやかスポーツクラブ」と名称し行っていくことになります。 

総会資料の中にもあった、規約改正を受け来年度も地域の子どもの健全育成を第一におき、地域の大人の方々もスポーツ

を通して交流を深めていきたいと思いますので、来年度も是非加入していただきたいと思います。また、地域の方々にも声

をかけていただき、加入をしてもらえるようお願いしたいと思います。 

 

【平成２０年度尾駮スポーツ少年団 役員】 

団  長  能 登 一 之 

副 団 長  石 川 澄 香（アスリートクラブ長） 

       小笠原 正 久（エンジョイクラブ長） 

       木 村 めぐみ（さわやか育成団長） 

事務局長  能 登 博 子 

事 務 局  坂 本 育 子・荒 屋 直 子 

クラブマネジャー  大 鹿 慎 司 

 【各指導者：リーダー】 

 アスリートクラブ 

 陸上競技  川 畑  一 

 バドミントン  能 登 博 子 

 ユニカール  石 川 雅 之 

 卓  球  （未定） 

 エンジョイクラブ 

 バスケット  濱 名 伸 行 

 ソフトバレー  金 浜 幸 枝 

 ド ッ ジ  大 鹿 慎 司 

 剣  道  川 村 和 隆 

 少 林 寺  池 田  覚 

 バドミントン  荒 川 玲 子 

 卓  球  小笠原 正 久 

 陸上競技  石 川 澄 香 

 ユニカール  石 川 雅 之 

 

その他にも、いろいろな事業やレク活動等もあります。楽しみな活動をみんなでしましょう。 

（記事：木村）

 


